
令和７年度 第１回 帯広市学校給食センター運営委員会 議事概要 

 

日 時：令和７年６月３日（火）１０：００～１１：１５ 

場 所：学校給食センター ２階 研修室 

 

■ 出席委員 13 名（名簿順） 

坂本委員、無江委員、阿部委員、岩沢委員、小原委員、有塚委員、八代委員、 

佐々木明日加委員、須藤委員、佐々木亜紀子委員、河瀬委員、本田委員、三宅委員 

 

■ 事務局   ８名 

学校教育部（広瀬教育長、服部部長、中小原室長） 

学校給食センター（今野センター長、舛川主幹、水野係長、下森主任、平井主任） 

 

■ 傍聴者等  ２名 

  報道関係者（十勝毎日新聞社、北海道新聞社） 

 

■ 議事要旨 

 ○議事に先立ち、新たに任命された委員 13 名に対し広瀬教育長より任命状の交付を実施。 

  

１ 開会 

○委員 14名中 13 名の出席があり、「帯広市学校給食センター条例」第８条第２項の規定

により成立している旨を報告。 

 

２ 挨拶 

  広瀬教育長 

 （挨拶後、出席者が給食センターの場内を 2階から視察、センター職員の解説を受ける） 

 

３ 議案 

〇冒頭、各委員より自己紹介を実施。 

〇議題に入る前に事務局より資料２に基づき、「運営委員会の役割について」説明を実施。 

 （委員からの質問、意見等なし） 

 

（１）運営委員会役員の選任について 

〇会長の選任について、校長会推薦の坂本委員を会長に推薦する指名があり、坂本委員

が会長に選任された。 

〇副会長の選任について、教頭会推薦の無江委員を副会長に推薦する指名があり、無江

委員が副会長に選任された。 

 

 



（２）小委員会及び役員の選任について 

〇事務局より小委員会の設置理由について資料４による説明を行うとともに、小委員会

の委員構成について資料１により説明を実施。 

○小委員会の役員選出について、給食物資小委員会の委員長を坂本委員、副委員長を三

宅委員、給食献立小委員会の委員長を無江委員、副委員長を佐々木亜紀子委員に推薦

する指名があり、選任された。 

 

（３）学校給食センターの概要について 

 ○事務局より資料５に基づき、説明を実施。 

 （委員からの質問、意見等） 

 ◎委員 

 ・資料５ P７“栄養教諭等による指導事業”について、新型コロナウイルスの対応後は

どのようなことを実施しているか。 

・資料５ P９“おいしい給食プロジェクト”は、どのようなことを実施しているか。 

（事務局） 

・コロナ禍に実施できなかった調理実習を再開するなど、栄養教諭が各学校を回り、授

業や指導を行っている。 

・おいしい給食プロジェクトについては、新メニューを開発し提供した。また、新メニ

ュー提供時に、開発にご協力いただいた関係者と学校へ行き、児童と喫食しながら内

容説明を行った。 

◎委員 

 ・給食の残渣量は、年によって増減があるのか。 

 （事務局） 

 ・調理で発生する野菜の皮等も含めて量を把握しているが、例年量に大きな変化はない。

提供するメニューにより児童生徒の好みもあるため、日々の残渣量には差が出ている。

先ほどの見学の際に計量している様子をご覧いただいたが、児童に合わせた分量を配

食するなど、不要な食べ残しが発生しないよう取り組んでいる。 

 

（４）令和７年度帯広市学校給食運営計画について 

 ○事務局より資料６に基づき、説明を実施。 

 （委員からの質問、意見等） 

 ◎委員 

・学校給食の PR 動画について、QRコードを配布するのみでは視聴に繋がりづらいと思わ

れるため、学校の参観日に動画を見てもらう等、保護者に直接視聴してもらう機会を

提供する事は可能か。 

 （事務局） 

 ・今後のＰＲの在り方について、参考とする。 

 

 



（５）令和７年度予算の概要について 

 ○事務局より資料 7に基づき、説明を実施。 

 （委員からの質問、意見等） 

 ◎委員 

・地方創生臨時交付金は給食業務費のどの部分に活用しているか。 

・一般財源は例年と比べ増加しているのか。 

 （事務局） 

・交付金は、米などの価格高騰の影響を受け、給食調理の食材費として活用している。 

・一般財源は、給食センターの事業費で前年度比 1,906 万円増額となっている。これと

は別に、賃金のベースアップに伴い人件費が 6,890 万円の増額となっている。 

 

（６）学校給食衛生管理基準に基づく定期検査結果について 

○事務局より資料８に基づき、説明を実施。 

 （委員からの質問、意見等なし） 

 

（７）賄材料費の現状について 

○事務局より資料９に基づき、説明を実施。 

（委員からの質問、意見等なし） 

 

４ その他 

事務局より、以下の事項について説明を実施。 

 ○近年の急激な物価高騰や国の給食費無償化の方針も近く示される動きもあり、改定に

着手する際の判断基準の見直しを検討する。 

○資料１０により、これまで作成した学校給食のＰＲ動画や給食カレンダー機能の説明。 

○次回の運営委員会は１１月の開催を予定。 

 （委員からの質問、意見等なし）  

 

５ 閉会 （１１：１５） 

 

６ 給食試食 

 ○委員会閉会後に給食の試食を実施。 

〇事務局より献立について説明を実施。 


